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研究成果の概要（和文）：本研究は今日の親の対乳児への関わりの特性を明らかにし、その質的向上を図るプロ
グラムの開発が目的である。視覚的共同注意に着目して、2016-17年と1994-96年に生まれた日本の乳児と母親
（2016-17は父親も）、アメリカの乳児とその母親（2016-17は父親も）の行動比較した結果、今日の日本の母
親・父親は、言葉かけ、語りかけ、親自身の情動的な表現力を高める必要があると推察された。この結果を踏ま
え、今後乳児と親の言語的表出的かかわりの質を高めるプログラムを構成し、実践効果を検証していく予定であ
る。
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is twofold. One of the purposes is to develop 
support programs for promoting the improvement of the quality in relationships between parents and 
infants. The other purpose is to help build parenting skills in today's society. 
研究分野： 子ども学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　今日、メディアの発達や社会環境の変化等による対人・モノとのかかわりの変化は子どもの発達に影響を与え
ている。特に言葉の遅れやコミュニケーションに課題がみられる。本研究は、今日の養育者のかかわりの変容と
特性を明らかにするために、2017-18年の日本とアメリカの母親と1994-95年母親と9か月児との自由遊びを比較
した。その結果、日本の母親の言葉かけは約二分の一、発話数語彙数もかなりの減少が見られた。今後、親子の
関わりの質を高めるために、語り掛け、親の自己表現力、親子の相互性を高めるプログラムを開発し、実践して
いく必要がある。今後その成果を明らかにする予定である。
※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年、新しいタイプの言葉の遅れが乳幼児にみられるようになったという(片岡、2009)。音、
光環境に反応するが、親が呼んでも振り向かない、目を合わさない、母を見ず母の持つ食べモ
ノに興味を示すなどの共通した特性をもち、病院で自閉症と診断される場合もある。乳幼児の
場合、こうした反応が発達の一過的現象として現れることもあり、発達的な問題かどうか見極
めが難しいといわれる。日本小児科学会が 2003 年に 17 ヵ月から 19 ヵ月を対象に行った調査
では、１日４時間以上の子ども（長時間視聴児）は、４時間未満の子どもに比べ、有意語出現
の遅れの率が 1.3 倍という結果を示しており、子どもの言葉の遅れが危惧される。既に 15年以
上経過したいま、乳児期の養育者とのコミュニケーションがさらに変容してきているのではな
いかと推察される。人間性の基盤のできる重要な乳児期の養育者の関わりを見直す必要がある。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、そうした観点から、今日の養育者の対乳児との関わりの変容と親性及び親子コミ
ュニケーションスタイルの特性を明らかにし、親性の形成と親子関係の質を高める支援プログ
ラムを開発することを目的とした。本研究の内容は、(1) 母子の interaction と engagement
の変容に関する研究—（―20 年前の母子と今日の母子との日米比較検討を通してー、(2) 父子
間と母子間のコミュニケーションスタイルの特性に関する研究、(3) 親の親性と養育意識に関
する質的検討、(4) 親子のコミュニケーションの質を高めるピアレンティング・プログラムの
開発であった。 
乳幼児期は、人間性の基盤が形成されるときである(Erickson、1950/1977)。特に乳児期は養
育者の保護と世話を受けながら生理的適応を果たし、その養育者と愛着の絆で結ばれ、人への
基本的な信頼感を獲得するという、生物的なヒトから、社会的存在の人となる基盤が形成され
るときである。乳児は、特定の人からの世話を受けながら、その人のかかわりを通して、共同
注意から並列的な二項関係へ、そしてモノを介在した三項関係へと変化し、回りのモノや場（外
界）、意味や感情を人と共有し、人と自分の間に間主観的空間を感受するようになる
(Trevarthen & Hubley, 1978）。このような、自分―人（二項関係）や自分－モノ人（三項関係）
の関係の生成は、その後の言語の発達の基盤(Scaife & Bruner,1975)や社会的コミュニケーシ
ョンの先駆体が形成される。そうした発達の変化は 6 か月頃から現出し、9 か月頃に養育者と
自発的に共同するようになる（Tomasello,1993）。そして、13 か月頃に言語コードが入り込ん
で養育者とコミットメントできるようになり、18 か月頃から空間表象的になるとされる
（Adamson & MacArthur, 1995;Bakeman & Adamson,1984）。二項関係から三項関係への変
化は、乳児の認定的な発達に負うところが大きいが、はじめは親からの刺激によって引き起こ
され、やがて乳児は目を引く環境（例えば、モノの図柄やおもちゃ等）や相手の意図性に誘引
されるようになる。つまり、養育者の果たす役割が重要であることが指摘されている。 
この過程で成立する，同一の対象に対して注意を共有している状態は、共同注意（ joint 
attention）と呼ばれる。この共同注意の概念は，乳幼児期においてコミュニケーションの構造
が自己一他者という二項関係から三項関係へと移行する際に重要であり、その後のコミュニケ
ーション発達の礎ともなる（Dunham，P．J．，＆Moore，1995）。乳児の共同注意の研究に最
初に取り組んだのは、Scaife and Bruner（1975）である。彼らは、「同じところをみる」とい
う視覚的共同注意は生得的なものであるとした(Bruner, 1983/1988)。その後、この視覚的な注
意の共有に関する数多くの実験的な研究がなされ、乳児は生後 9 力月齢から 12 力月齢ごろに
他者の見ているモノに注目するなど他者と視線を共有することが明らかにされた
(Butterworth, 1995、Tomasello,1995、矢藤、2007)。Butterworth（1995）は、子どもが養
育者の視線を後追いする視覚的共同注意に注目し、「誰かが見ているところを見る」ことと定義
し、これは生態学的メカニズムによるものであるとした。それに対して、Baron−Cohen（1995）
は、他者の視線方向を読み取る「視線検出器」と自分と他者が同一対象に注意を向けているか
という「注意共有メカニズム」という 2 つの神経学的メカニズムを想定し、共同注意に自分と
他者の注意が共有されていることの「理解」を定義に含めた。さらに Tomasello（1995）は、
ただ単に養育者と子どもの視線が同じ対象に向いているというだけでなく、お互いに相手の対
象への注意をモニタリングして二者の注意の焦点が共有されている状態であり、共同注意成立
は他者を意図的行為主体として理解することが必要だとして他者の意図理解や表象などの概念
も共同注意の定義の指標に含めている。 
この共同注意の定義については、研究者によって様々な見解があり、未だ定義や内容の一致
を見ていない。大藪(2003/2014)は、共同注意について対面的共同注意、支持的共同注意、意図
共有的同注意、象徴共有的共同注意の 4 種類を想定している。その共同注意の研究パラダイム
には２つの基本タイプがあり、一つは乳児と他者とが同一対象に注意（一般には視線）を向け
たかどうか、その有無を問題にする「事象（event）型」、もう一つは相手と同じ対象物に注意
を向け合った場面で生じる現象、共同注意の持続的場面で生じる行動を問題にする「状態（state）
型」である。いずれも、そこで観察される現象から乳児の精神世界の働きを検討し、共同注意
が精神発達に果たす意義を明らかにするためのパラダイムである。 
本研究では、母親と乳児の視覚的共同注意に注目し、今日の母親の対乳児への関わりの事象
と状態の変化とその特性との関連を検討することによって、かかわりの質的向上を図る観点を
導出し、親のかかわりの質を高めるプログラムの開発をすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
◆対象： 
1994-1996 年に生まれた日本の乳児とその母親 6 組（男児 3 名、女児 3 名）、1994 年に生ま
れたアメリカの乳児とその母親 6 組（男児 3 名、女児 3 名）。アメリカの被験者は、筆者がア
メリカで1年間在外研究した時の被験者である。3か月から1歳になるまで月二回家庭訪問し、
30 分間の自由遊び場面と 30 分のインタビューを行った乳児とその母親である。また、日本に
おける母親も、アメリカの母親との比較研究のために、同じ条件で 3 か月から 1 歳になるまで
月二回家庭訪問し、30 分間の自由遊び場面と 30 分のインタビューを行った乳児とその母親で
ある。また、今日の被験者は、2016-2017 年に生まれた日本の乳児とその母親・父親 7 組（男
児 4 名、女児 3 名）とアメリカの乳児とその母親・父親 10 組（男児 6 名、女児 4 名）は、本
研究のために研究協力を依頼した被験者である。 
 
◆手続き： 
家庭訪問をおこない、自由遊び場面を 30 分 VTR に収録した。1994-1995 年の母子データは
収集したものがあるので、そのデータとの比較が可能なように、今回の研究におけるデータ収
集の仕方は統一した。 
 
◆分析方法； 
黒木・大神（2003）は、日常生活場面における共同注意の標準的な発達順序の確認、共同注
意発達と他の発達指標との比較を可能にする、共同注意に遅れを持つ予どもの検出のために、
共同注意行動を幅広く包括的にデータ収集し，共同注意発達評価法を開発している。本研究で
は、黒木・大神による尺度を参考にチェックリストを作成した。チェック項目は、①発声、②
子どもの情動表出、③大人の情動表出、④叙述的身振り、⑤共同注意、⑥大人の視線、⑦子ど
も視線、⑧接触、８項目に、下位項目として、行為の発動を示す（子どもからか、大人からか）
項目を設定した。分析に際しては、家庭における自由遊び 30 分間のうち後半 10 分を分析対象
に、10 秒ごとに区切り、生起頻度を記録した。コーディングは心理学を専攻する 2 人の観察者
によって行われ、一致率は kappa=.086 であった。また、VTR の逐次記録を作成し、発話数（統
語的切れ目）、発話のユニットを算出した。 
 
◆倫理審査： 
神戸松蔭女子学院大学の倫理審査委員会より受諾を得た上で、各被験者に研究内容を説明し、
了解を得たうえでお互いにサインをした文書を交換した。1994-1995 年のアメリカにおけるデ
ータは、ウィスコンシン大学の倫理審査委員会の承諾を得た。日本では、当時まだ倫理審査が
行われていなかったため、被験者である保護者に研究の概要を説明し、承諾を得た。 
 
４．研究成果 
  
母親と 9 か月児の視覚的共同注意に着目して、2016-2017 年と 1994-1996 年に生まれた乳児
とその母親の行動比較し、今日の母親の対乳児への関わりの変化とその特性について検討した。 
その結果、母から子への発声、子の快表現、母の快表現、母からの子へのモノの提示、それ
に対する子の反応は、いずれも 1994-1996 年の母親の方が圧倒的に多かった。また、母親から
子どもへのモノの提示・手渡し、子どもから母親へのものの提示・手渡し、モノの同時注視、
母親から子どもの顔や体にむける視線、子どもから母親の顔や体に向ける視線、同時注視の前
後に起こる母⇒モノ⇒子⇒母という相互性は、1994-96 年の母親の方が多かった。一方、
2016-2017 年の母親は、子どもの持っているおもちゃを見る、子どもも自分の持っているおも
ちゃをみることが多かった。反対に、1994-1995年の母親は自分の持っているおもちゃを見る、
子どもも母親の持つおもちゃを見ることが多かった。また、2016-2017 年の方は、母親からの
子どもへの接触行動、子どもから母親への接触行動が多かった。発話に関しても 1994-1996 年
の母親の方が多く、約 2 倍であった。発話のユニットも 1994-1996 年の母親の方が多かった。 
同様の手法で父親の分析も行い、母親との比較を行った。父親はいずれの項目においても母
親より少なかったが、情動表出と子どもの顔や体を見る視線は母と差がなく、また他のいずれ
の項目よりも多かった。 
また、アメリカの母子との比較を行った。アメリカの場合、1994-1996 年の母親は、母親か
らの発声や子どもからの発声、情動表出、叙述的な身振りは多かったが、同時注視や子どもを
見る視線、子どもが母親を見る視線は 2016-2017 年の母親の方が多かった。日本の母親と比較
したところ、2016-2017 年の日本の母親と同年代のアメリカの母親では、母親からの発声、子
どもの不快情動表現、子どもの顔を見る、において日本の母親の方が多く、子どもからの発声、
子どもの快情動表現、母親の快情動表現、母親の働きかけに応じた子どもの反応、子どもの持
つおもちゃ・子どもの体を見る母親の視線、母親の持っているおもちゃ・母の顔・母の体を見
る子どもの視線、母親からの接触行動、子どもからの接触行動は、アメリカの母親の方が多か
った。 
こうした結果から見て、親子の関わりの質を高めるためには、養育者の言葉かけ、語りかけ、
親自身の情動的な表現力を高める必要があると推察された。乳児期は、対人行動や関係形成の
基盤となる愛着形成が重要な時期である。乳児期は子育てへの不安やストレスが最も大きく、
支援の課題としては、不安やストレスの軽減、子育ての知識や愛着形成に援助の主軸がおかれ
る。今日、赤ちゃんプログラムとしては、例えば、PB プログラム「赤ちゃんが来た」（原田、
2018）、アタッチメント理論に基づくビデオを用いた COS プログラム（Cooper, G., Hoffman, 
T., & Powell, B. & Mavin, R., 2005）等の、有資格者による要望的開発的なプログラムや、治
療的なプログラムがある。しかし、語りかけの質を高めるための、日常の生活の中で関わりを
学ぶことができる支援の在り方を示したものは見当たらない。あったとしても、その多くは幼
児期以降になって言葉の気がかりさを感じた子どもへの治療的アプローチである。これら先駆
的に行われている乳児プログラムと本研究の結果を踏まえて、乳児と親のためのプログラムを
構成し、実践する予定であったが、新型コロナウィルスのため実践がかなわず、ここに結果報
告できなかった。今後、プログラムの開発とその成果の検証し、その成果を踏まえ、乳児保育
と連携させたプログラム開発をしていく予定である。（令和２年度科学研究費基盤研究Ｃ「家庭
養育と乳児保育の質の向上を促す家庭と乳児保育の連携プログラムの開発」：課題番号
20K026434) 
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